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ム
質

告

　
虫
る
五
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
春
期

定
例
理
事
、
評
議
員
会
に
お
い
て
、
左
記
の

事
項
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
記

一
、
昭
和
五
十
八
年
度
決
算
報
告

一
、
昭
和
五
十
九
年
度
予
算
案

一
、
役
員
交
替

ω
退
任

理常理
難事

事事長

評
議
員

②
新
任

　
理
事
長

　
常
務
理
事

　
理
　
　
事

　
評
議
員

岸
　
俊
男

越
智
武
臣

梅
漢
　
昇
　
萩
原
淳
平

川
勝
義
雄
（
死
亡
）

今
中
寛
司
　
直
木
孝
次
郎

尾
藤
正
英

水
津
一
朗

紀
平
英
作

黒
田
俊
雄

石
井
　
進
　
大
月
　
明

山
中
一
郎

　
な
お
旧
常
務
理
事
越
智
武
臣
茂
は
理
事
に

復
帰
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
理
事
、
評
議
員
問
の
移
動
に
つ
い
て
は

省
略
）

　
　
　
訂
　
　
　
正

　
本
誌
第
六
七
巻
第
三
号
の
裏
表
紙
及
び
欧
文
レ

ジ
ュ
メ
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
深

く
お
詑
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
倶
し
ん
で
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
誤
　
　
　
　
　
　
　
正

　
四
八
六
頁

　
　
日
斜
α
ρ
ω
げ
一
国
即
断
①
α
P
↓
自
㊤
ω
ρ
ω
げ
一
国
ρ
コ
。
鳥
9

　
裏
表
紙

　
　
日
・
頃
P
昌
Φ
畠
㊤
　
　
　
　
↓
駕
●
国
ρ
昌
O
匹
㊤

編
　
集
　
後
　
記

　
蝉
の
鳴
き
声
が
異
常
な
ほ
ど
暑
苦
し
く
聞
こ
え

る
夏
で
し
た
。
祇
園
祭
り
の
頃
か
ら
ほ
ぼ
一
ケ
月

に
亘
り
、
　
「
真
夏
日
」
、
「
熱
帯
夜
」
の
連
続
。
台

風
一
過
の
涼
風
も
焼
け
石
に
水
で
、
八
月
下
旬
か

ら
九
月
初
旬
に
か
け
て
さ
ら
に
記
録
的
な
残
暑
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
夏
は
連
日
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
中
継
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
一
，
ン
の
研

究
者
諸
氏
に
と
っ
て
は
、
心
身
と
も
に
苛
酷
な
試

錬
～
　
の
夏
で
あ
っ
た
こ
と
と
叢
請
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
第
六
七
巻
第
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

国
史
、
東
洋
史
、
西
洋
史
関
係
で
、
論
文
三
本
、

研
究
ノ
ー
ト
ニ
本
、
書
評
一
本
と
、
質
・
量
と
も

に
充
実
し
た
号
と
な
り
ま
し
た
。
充
分
三
吟
三
下

さ
い
。

　
相
変
わ
ら
ず
ニ
ケ
月
遅
れ
の
刊
行
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
論
文
の
投
稿
も
比
較
的
順
調
に
増
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
軌
道
修
正
に
向
け
て
鋭
意
努
力

中
で
す
。
陳
列
館
の
取
り
壊
し
が
始
ま
り
、
わ
が

編
集
会
議
も
な
じ
み
の
主
事
室
を
追
わ
れ
、
七
月

か
ら
京
大
会
館
の
；
里
を
借
り
て
行
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
当
分
の
間
は
仮
住
ま
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
会
顧
問
の
井
上
智

勇
先
生
が
さ
る
六
月
に
御
他
界
さ
れ
、
本
号
に
廣

實
源
太
郎
先
生
御
執
筆
の
追
悼
文
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
故
人
の
御
冥
福
を
衷
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
　
（
も
う
一
人
の
隆
）
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会

止m

　
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ

左
記
の
ご
と
く
、
本
年
度
の
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
多
数
御
出
席
下
さ
い
。

　
日
　
時
　
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
二
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分

　
場
　
所
　
京
都
大
学
楽
友
会
館

　
　
　
　
　
　
　
（
市
バ
ス
近
衛
通
下
車
東
入
）

　
公
開
講
演

　
　
古
代
宮
都
研
究
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
俊
　
男
　
氏

　
　
中
国
の
初
期
鉄
器
と
製
鉄
遺
跡
　
　
　
　
潮
　
見
　
　
　
浩
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
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